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【 背 景 お よ び 目 的 】

今 回 、 平 成 28年 に 農 水 省 が 策 定 し た 牛 ウ イ ル ス 性 下 痢 粘 膜 病 (B V D

- M D )に 関 す る 防 疫 対 策 ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ き 、 持 続 感 染 ( P I )牛 摘 発

の た め の ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 と し て 県 内 酪 農 場 の バ ル ク 乳 お よ び 搾

乳 牛 以 外 の 乳 用 牛 の 血 清 を 用 い た 遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た 。 ま た 家 畜

伝 染 病 予 防 法 第 5条 に 基 づ く 検 査 の 余 剰 血 清 を 用 い た 牛 ウ イ ル ス 性

下 痢 ウ イ ル ス ( B V D V ) 1型 お よ び 2型 の 抗 体 検 査 を 実 施 し 、 各 農 場 に お

け る 抗 体 の 保 有 状 況 を 調 査 し た の で 、 こ れ ら に つ い て 報 告 す る 。

【 材 料 お よ び 方 法 】

遺 伝 子 検 査 は 、 平 成 2 9年 度 に 採 取 し た 県 内 9酪 農 場 の バ ル ク 乳 お

よ び 搾 乳 牛 以 外 の 乳 用 牛 8 6頭 の 血 清 を 用 い た 。 バ ル ク 乳 は 遠 心 分 離

後 脂 肪 と 上 清 を 除 去 し 、 P B Sに て 沈 渣 を 浮 遊 し 再 度 遠 心 分 離 し 、 上

清 を 除 去 後 再 度 沈 渣 を P B Sに 懸 濁 し た も の を 検 査 に 供 し た 。 前 処 理

済 み の バ ル ク 乳 お よ び 前 処 理 無 し の 血 清 に つ い て R N A抽 出 キ ッ ト (R N

e a s y M i n i K i t , キ ア ゲ ン )を 用 い て RN Aを 抽 出 後 、 RT - P C Rキ ッ ト （ P

r i m e s c r i p t 1 s t e p R T - P C R K i t V e r . 2 , タ カ ラ ） を 用 い て V i l c e kら

（ ， ） 、の 報 告 に よ る プ ラ イ マ ー 32 4 3 2 6 で B V D Vの R T - P C R検 査 を 実 施 し

2％ ア ガ ロ ー ス ゲ ル で 電 気 泳 動 を 行 っ た 。

抗 体 検 査 は 平 成 2 7～ 2 9年 に 採 取 し た 県 内 9酪 農 場 の ヨ ー ネ 病 検 査

等 余 剰 血 清 4 1 0頭 分 を 用 い た 。 BV D V 1型 の N o s e株 、 B V D V 2型 の K Z - 9 1株

お よ び M D B K - S Y細 胞 を 用 い て 中 和 試 験 を 実 施 し 、 最 大 2 5 6倍 ま で 抗 体

価 を 求 め た 。 ま た 、 過 去 に P I牛 の 摘 発 が あ っ た 2農 場 に つ い て 、 過

去 (平 成 1 2・ 1 3・ 1 4・ 1 8・ 2 1・ 2 3・ 2 6年 度 )の 検 査 済 み の 結 果 と と も

に B V D V１ 型 抗 体 陽 性 率 推 移 を 調 査 し た 。

【 結 果 】

県 内 9酪 農 場 の 飼 養 状 況 は 表 1の と お り で あ っ た 。 遺 伝 子 検 査 で は

全 て の 検 体 か ら 遺 伝 子 は 検 出 さ れ な か っ た 。

。 、 、抗 体 検 査 は 表 2の と お り と な っ た 自 家 産 率 が 高 く 預 託 歴 な し

ワ ク チ ン 接 種 の 無 い A～ Dお よ び F農 場 で は 、 抗 体 陽 性 率 は 1型 で は 0

～ 約 2 7％ 、 2型 で は 0～ 2 1％ で あ っ た が 、 D農 場 を 除 け ば 、 1型 2型 共

に 5 %未 満 で 、 D農 場 の み 陽 性 率 は 2 0％ を 超 え て い た 。 一 部 ワ ク チ ン

接 種 有 の H・ I農 場 は 自 家 産 率 が 低 く 、 導 入 牛 が 多 い 農 場 で あ る が 、

導 入 牛 の ワ ク チ ン 接 種 の 履 歴 が 不 明 の た め こ の 抗 体 陽 性 率 か ら 野 外

感 染 と の 判 別 は 困 難 で あ っ た 。 G農 場 で は 、 ワ ク チ ン 接 種 歴 有 の 牛



で 抗 体 を 保 有 し て い た が 、 乳 肉 複 合 経 営 の た め 、 肉 用 牛 で の P I牛 の

。 、存 在 に よ る 抗 体 陽 性 率 の 上 昇 の 可 能 性 も 否 定 で き な か っ た そ こ で

、 、G農 場 の 追 加 検 査 と し て 肉 用 牛 を 含 め た 全 頭 26頭 の 採 血 を 実 施 し

遺 伝 子 検 査 を 実 施 し た と こ ろ 、 全 て 陰 性 で P I牛 の 存 在 は 確 認 さ れ な

か っ た 。

過 去 に P I牛 の 摘 発 が あ っ た 2農 場 の B V D V 1型 抗 体 陽 性 率 推 移 は 図 1

の と お り と な っ た 。 自 家 産 1 0 0 %、 預 託 歴 率 無 し 、 ワ ク チ ン 接 種 無 の

Aお よ び B農 場 で 、 P I牛 は そ れ ぞ れ 平 成 1 4 - 1 5年 、 平 成 1 4 - 1 9年 の 間 に

存 在 し て い た 。 P I摘 発 淘 汰 後 は 年 々 陽 性 率 は 低 下 し 、 平 成 2 8年 度 で

は A農 場 は 抗 体 陽 性 率 が 0%、 B農 場 は 3 . 8 %と な っ た 。 こ の と き P I牛 が

農 場 内 に 存 在 中 に 生 ま れ た 牛 が い な い A農 場 で は 陽 性 牛 が お ら ず 、 B

農 場 で は 、 PI牛 存 在 中 に 生 ま れ た 牛 2頭 の み が 陽 性 で あ っ た 。

表 3に D農 場 の 個 体 別 抗 体 価 の 結 果 を 示 す 。 ワ ク チ ン 接 種 未 実 施 に

も か か わ ら ず 、 陽 性 率 が 2割 以 上 で あ っ た D農 場 に お い て 、 H 1 9～ 2 1

年 生 ま れ の 牛 は 全 て 抗 体 陽 性 で 、 そ れ 以 外 に は 1頭 の み 抗 体 陽 性 で

あ っ た 。

【 ま と め お よ び 考 察 】

今 回 の 調 査 で は P I牛 の 存 在 は 確 認 さ れ ず 、 B V D Vの 流 行 も 認 め ら れ

な か っ た 。 農 場 別 抗 体 陽 性 率 は ワ ク チ ン 接 種 農 家 の ほ う が 高 く 、

す べ て の 農 場 に お い て 、 B V D V 1型 と 2型 の 抗 体 保 有 率 に 大 差 は な か っ

た 。 乳 肉 複 合 経 営 農 場 で は ワ ク チ ン 接 種 に よ り 抗 体 陽 性 率 が 高 く て

も 、 肉 用 牛 で の P I牛 存 在 に よ る 野 外 感 染 の 可 能 性 も 考 え ら れ る こ と

か ら 、 肉 用 牛 を 含 め た 検 査 が 必 要 で あ る 。

過 去 P I牛 摘 発 農 場 で は 、 ワ ク チ ン 未 接 種 で 、 野 外 感 染 が な け れ ば

摘 発 時 か ら 約 10年 で 抗 体 陽 性 率 が ほ ぼ ゼ ロ と な っ た 。

、D農 場 で は 放 牧 飼 養 で あ る が 育 成 牛 ま で の 間 は 放 牧 さ れ な い た め

平 成 1 9～ 2 1年 の 間 、 子 牛 舎 ・ 育 成 舎 に ウ イ ル ス が 侵 入 し た 可 能 性 が

考 え ら れ た 。 こ れ は こ の 時 期 に 同 じ 管 内 の 農 場 に P I牛 が い た 影 響 の

可 能 性 も 考 え ら れ た 。

現 在 、 定 期 的 ワ ク チ ン 接 種 を 実 施 し て い る 県 内 酪 農 場 は 少 な い た

め 、 不 定 期 に 一 部 の 牛 に 接 種 で は な く 、 一 定 の ル ー ル に 基 づ い た ワ

ク チ ン 接 種 が 必 要 で あ る 。 B V D V感 染 は 初 妊 娠 牛 で の 発 生 報 告 が 多 い

こ と か ら 、 初 回 人 工 授 精 ３ 週 間 前 ま で の 生 ワ ク チ ン 接 種 を 推 奨 し て

い き た い 。

今 後 は 、 ワ ク チ ン 接 種 を 促 す と 共 に 、 年 １ 回 以 上 の PI牛 摘 発 の た

め の ス ク リ ー ニ ン グ 検 査 の み な ら ず 、 過 去 の ウ イ ル ス 侵 入 を 把 握 す

る 定 期 的 な 抗 体 保 有 状 況 調 査 が 必 要 と 考 え ら れ る 。
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